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【形状・構造及び原理等】 

1. 構成 

 (1) DE 睡眠評価用カニューラ 

 

2. 形状及び構造 

 

 
 

番 号 名  称 

① プロング 

② チューブ 

③ スライダ 

④ 接合部 

⑤ コネクタ (ルアーロック) 

 

 原材料: ポリ塩化ビニル (可塑剤: 非フタル酸系)  

 

3. 作動原理 

鼻腔に装着したプロングから、患者の吸気と呼気の圧力変化を、

チューブを介して接続した睡眠評価装置へ送り測定する。 

 

【使用目的又は効果】 

睡眠評価装置に接続して患者の生体物理現象を測定するセンサ

で、鼻の気流を測定する。 

 

 

【使用方法等】 

1. カニューラの先端（鼻腔に入る部分）を鼻に正しく当てて装着

する。 

2. カニューラのチューブを両耳に回しかけ、頬から顎の方向へ自

然に流れるように配置する。 

3. スライダを移動させ、チューブが耳から外れないように長さを

調整して固定する。その際、鼻や耳に過度な圧力がかからない

ように注意する。 

4. 必要に応じて、サージカルテープで頬などに軽く留めて安定さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

【使用上の注意】 

＜重要な基本的注意＞ 

 開封時にチューブに折れ・ねじれ・潰れなどがないことを確認す

ること。 

 センサの装着および接続は確実に行うこと。 

 本体やセンサなどの付属品には、溶剤や化学薬品を使用しないこ

と。 

 チューブを折り曲げたり強く引っ張ったりして使用しないこと。

［接合部が外れるおそれがある］。 

 取り外しはルアーロック方式のため、コネクタを回して行い、無

理な力を加えないこと。 

 使用前に水や薬液で濡らさないこと。 

 本品に過度な力や負荷をかけないこと。［破損や品質上の不具合

の原因となる］。 

 本品は睡眠時の呼吸状態の診断目的でのみ使用すること。 

 長時間使用する場合は、分泌液などによるチューブ閉塞がないか、

定期的に点検すること。 

 破損や劣化が認められた場合は、使用を中止し、新しい製品と交

換すること。 

 包装が開封済みまたは破損している場合は使用しないこと。 

 極端な温度や湿度で保管しないこと。涼しく乾燥した場所に保管

すること。 

 

 

【保管方法及び有効期間等】 

＜貯蔵・保管環境＞ 

使用条件：温度 16°C～+35°C、湿度 15%～90% (結露なし) 

保管条件：温度 -20°C～+55°C、湿度 15%～90% (結露なし) 

雨や直射日光を避け、高温多湿を避けて保管。 

換気の良い清潔な部屋で、腐食性ガスのない場所に保管｡ 

＜使用期間＞ 

指定の貯蔵･保管を実施した場合: 3 年 [自己認証による。] 

 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者：株式会社 Inspired Medical Japan 

電 話 番 号：03-5817-8471 

製 造 業 者：Dongguan Rongrui-Century Science & Technology 

Co., Ltd.  

（ドンガンロンルイ社） 

製 造 国：中華人民共和国 

 
 

販 売 元：大丸エナウィン株式会社 

電 話 番 号：06-6685-5101 

【禁忌・禁止】 

 再使用禁止 

 使用中に皮膚や鼻孔に発疹や刺激を感じた場合は、直ちに使用を中止

すること。 

 本品は一人の患者のみに使用すること。再使用・再処理・滅菌は行わ

ず、必ず患者ごとに新しい製品を使用すること。 
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